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本
年
は
、
世
界
が
時
代
の
変
革
期
を
迎
え
る
中
、

日
本
経
済
に
と
っ
て
も
、
30
年
続
い
た
デ
フ
レ
型
の

縮
小
均
衡
経
済
・
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
経
済
を
脱
し
、

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
か
な
も
の
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
勝
負
の
年
で
す
。

　

本
年
最
初
の
「
せ
い
じ
便
り
」
で
は
、
日
本
経
済

の
飛
躍
に
向
け
た
成
長
戦
略
と
そ
の
裏
付
け
と
な
る

令
和
７
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も

に
、
私
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

議
員
外
交
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

① 

複
数
年
の
視
点
・
取
組
の
重
視

　

企
業
の
積
極
的
な
投
資
を
引
き
出
す
に
は
、
将
来
に
向
け
た
予
見
可
能
性
が
重

要
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
我
が
国
で
は
予
算
や
税
制
に
お
け
る
単
年
度
主
義
の
傾
向

が
強
く
、
阻
害
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
予
算
・
税
制
上
の

支
援
策
を
、
複
数
年
に
渡
っ
て
実
施
す
る
こ
と
や
、
分
野
毎
の
規
制
改
革
な
ど
に

継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
政
治
が
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、
企
業
が
安
心
し
て

成
長
投
資
を
行
う
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
牽
引
す
る
人
材
育
成
に
向
け
た
科
学
研
究
費
助
成
や
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
開
発
支
援
、
低
軌
道
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築
支
援
と
い
っ
た

施
策
は
、
複
数
年
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
複
数
年

に
わ
た
る
財
政
措
置
の
枠
組
み
等
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

② 

成
長
を
支
え
る
人
材
の
結
集

　

各
分
野
の
成
長
は
最
後
は
人
の
力
、
人
材
で
決
ま
り
ま
す
。
志
を
持
っ
た
人
材

が
、
各
戦
略
分
野
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
人
材
確
保
策
を
講
じ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
持
続
的
な
賃
上
げ
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
、
大
学
・
高
等
専
門

学
校
に
お
け
る
理
系
・
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
な
ど
産
業
人
材
の
育
成
に
向
け
た
施

策
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
成
長
の
土
台
と
な
る
重
要
分
野
の
医
療
・
介
護
分
野
で
働
く
方
々
の
処

遇
改
善
を
図
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
令
和
８
年
度
報
酬
改
定
を
適
切
に
進
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
後
述
の
と
お
り
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
も
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対
応
を
図
り
ま
し
た
。

③ 

民
間
資
金
の
供
給
・
確
保

　

成
長
投
資
を
持
続
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
公
的
資
金
の
み
な
ら
ず
、
金

融
機
関
や
金
融
市
場
な
ど
民
間
か
ら
の
資
金
導
入
も
重
要
で
す
。「
資
産
運
用
立

国
」
の
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
く
た
め
、
こ
ど
も
支
援
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
創
設

な
ど
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
充
実
や
確
定
拠
出
年
金
（
Ｄ
Ｃ
）
の
改
革
等
を
通
じ
た
「
貯
蓄

か
ら
投
資
」
へ
の
流
れ
の
加
速
、「
地
域
金
融
強
化
プ
ラ
ン
」
の
策
定
・
実
行
、

金
融
機
関
に
よ
る
伴
走
支
援
を
含
む
金
融
仲
介
機
能
の
充
実
、
社
債
市
場
の
活
性

化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

④ 

成
長
を
牽
引
す
る
企
業
の
経
営
力
の
向
上

　

最
終
的
に
成
長
を
牽
引
す

る
主
役
は
「
企
業
」
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
現
在
、
企
業

は
配
当
や
自
社
株
買
い
な
ど

を
優
先
し
て
、
将
来
に
向
け

た
成
長
投
資
を
抑
制
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
が
、
経
営
者

が
企
業
家
精
神
を
発
揮
し
て
、

中
長
期
的
な
成
長
投
資
に
前

向
き
に
な
る
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
即
時
償

却
の
拡
大
や
大
胆
な
設
備
投
資
減
税
、
更
に
は
研
究
開
発
税
制
の
充
実
な
ど
、
企

業
が
成
長
投
資
を
行
っ
た
場
合
に
他
国
と
比
較
し
て
も
遜
色
な
い
メ
リ
ッ
ト
を

得
ら
れ
る
税
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
成
長
投
資
促
進
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

策
定
や
人
的
資
本
開
示
の
充
実
、
更
に
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
の

改
訂
な
ど
に
よ
り
、
企
業
の
中
長
期
的
成
長
力
を
高
め
る
政
策
対
応
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

⑤ 

国
際
連
携
の
加
速

　

17
の
戦
略
分
野
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
我

が
国
単
独
で
は
な
く
、
同
盟
国
・
同
志
国
と
の

国
際
連
携
の
中
で
戦
略
を
練
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
と
り
わ
け
、
米
中
対
立
な
ど
国
際
的
分
断

も
進
む
な
か
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
を
図
る
べ
く
、
同
盟
国
・

同
志
国
と
の
経
済
的
連
携
性
の
強
化
な
ど
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
特
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
は
じ
め

と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
諸
国
と
の
連
携
は

不
可
欠
で
あ
り
、
日
本
企
業
が
こ
う
し
た
国
々

で
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
行
い
や
す
い
よ
う
、
政
府

と
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
の
５
原
則
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
昨
年
末
の
臨
時
国
会
で
成
立
し
た
令
和
７

年
度
補
正
予
算
の
編
成
に
も
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
、（
１
）

物
価
高
対
策
と
（
２
）
危
機
管
理
投
資
の
側
面
か
ら
説
明
し
ま
す
。

（
１
）
生
活
の
安
全
保
障
・
物
価
高
へ
の
対
策

 

（
約
８
．
９
兆
円
＋
減
税
措
置
２
．
７
兆
円
）

  

せ
い
じ
便
り
98
号
（
前
号
）
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
の
日
本
経
済
は
、

30
年
来
苦
し
ん
で
き
た
デ
フ
レ
を
克
服
し
、
今
一
度
、
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
の
岐
路
に
あ
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）

は
初
め
て
６
０
０
兆
円
超
え
、
設
備
投
資
も
３
０
年
ぶ
り
に
１
０
０
兆
円
超
え
、

日
経
平
均
株
価
は
、
一
時
、
５
万
２
，０
０
０
円
超
え
と
い
う
過
去
最
高
を
記
録

す
る
な
ど
、
様
々
な
経
済
指
標
が
好
調
で
あ
る
一
方
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
半
分
を
占
め

る
個
人
消
費
は
弱
含
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
岸
田
政
権
以
降
、
こ
の
状
況
を

放
置
す
れ
ば
、
い
つ
デ
フ
レ
に
逆
戻
り
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
の
危
機
感
を

持
っ
て
、
経
済
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
補
正
予
算
で
も
、
ま
ず

は
、
こ
の
点
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

① 

足
下
の
物
価
高
へ
の
対
応
（
約
２
．９
兆
円
＋
減
税
措
置
２
．７
兆
円
）

　

足
元
の
物
価
高
へ
の
即
効
性
あ
る
対
応
策

と
し
て
、
電
気
・
ガ
ス
代
支
援
や
何
か
と
出

費
が
嵩
む
子
育
て
世
帯
へ
の
応
援
手
当
（
子

ど
も
一
人
当
た
り
２
万
円
）
の
他
、
各
自
治

体
が
物
価
高
対
策
と
し
て
地
方
の
実
情
に
応

じ
て
自
由
に
活
用
で
き
る
重
点
支
援
地
方
交

付
金
の
拡
充
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
の
暫
定
税
率

を
廃
止
し
た
ほ
か
、
い
わ
ゆ
る
「
１
０
３
万

円
の
壁
」
の
見
直
に
よ
る
所
得
税
減
税
（
１
．

２
兆
円
）
も
経
済
対
策
に
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
所
得
税
減
税
は
、
石
破
政
権

で
決
定
し
た
こ
と
で
あ
り
、
令
和
７
年
末
の
年
末
調
整
か
ら
適
用
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
既
に
一
人
当
た
り
２
〜
４
万
円
の
減
税
が
届
い
て
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
確
定
申
告
を
通
じ
て
お

手
元
に
届
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

② 

物
価
高
を
上
回
る
賃
上
げ
の
実
現
等
（
約
６
兆
円
）

　

個
人
消
費
を
後
押
し
す
る
た
め
の
最
も
本
質
的
な
解
決
策
は
、
物
価
高
を
上
回

る
賃
上
げ
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
医
療
・
介
護
機
関
の
経
営
改
善
、

従
事
者
の
皆
様
の
処
遇
改
善
策
を
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、
保
育
士
の
皆
様
の
処
遇
改

善
や
子
供
の
貧
困
対
策
に
も
予
算
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
賃
上
げ
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
稼
ぐ
力
の

強
化
や
業
務
改
善
助
成
金
に
よ
る
最
低
賃
金
引
上
げ
対
応
支
援
に
も
取
り
組
み       

ま
す
。

　

な
お
、
上
記
①
で
記
載
し
た
重
点
支
援
地
方
交
付
金
は
、
官
公
需
の
価
格
転
嫁

対
策
へ
の
活
用
も
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
ゴ
ミ
収
集
・
清
掃
や
警
備
な
ど
地
域
を
支

え
る
様
々
な
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ま
の
給
与
引
上
げ
に
も
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

（
２
）危
機
管
理
投
資
・
成
長
投
資
に
よ
る
強
い
経
済
の
実
現（
６
．４
兆
円
）

　

２
本
目
の
柱
で
あ
る
危
機
管
理
分
野
や
成
長
分
野
へ
の
投
資
で
す
が
、
経
済
安

全
保
障
の
強
化
に
向
け
て
、Ａ
Ｉ
・
半
導
体
や
量
子
技
術
、
宇
宙
開
発
や
造
船
業

の
再
生
、
重
要
鉱
物
の
安
定
供
給
確
保
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化

な
ど
、
17
の
重
点
戦
略
分
野
を
中
心
に
、

幅
広
い
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
安
全
保
障

の
強
化
策
と
し
て
、
南
鳥
島
周
辺
海
域
で

の
資
源
開
発
や
脱
炭
素
関
連
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
に
も
取
り
組
む
ほ
か
、
防
災
・

減
災
・
国
土
強
靭
化
の
推
進
と
い
う
観
点

か
ら
は
、
道
路
関
連
イ
ン
フ
ラ
保
全
等
の

国
土
強
靭
化
、
公
立
学
校
施
設
の
整
備
、

能
登
地
域
を
含
む
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　　

最
後
に
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
議
員
外
交

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

外
交
は
、
国
益
を
最
大
化
す
る
た
め
、
政
府
の
み
な
ら
ず
国
会
、

政
党
、
議
員
、
民
間
を
含
め
国
を
挙
げ
て
総
力
戦
で
取
り
組
む
、

膨
大
な
作
業
・
努
力
の
積
み
重
ね
で
す
。

　

私
自
身
、
政
府
の
役
職
に
あ
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
一
議
員
と

し
て
も
外
交
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
昨
年
の
取
り

組
み
の
一
部
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
本
年
も
積
極
的
に
議
員
外

国
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

① 

Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ（
ア
ジ
ア
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
共
同
体
）構
想
の
実
践

　

岸
田
政
権
下
の
２
０
２
３
年
、
内
閣
官
房
副
長
官
と
し
て
、①

日
本
の
技
術
と
資
本
を
通
じ
て
、②
ア
ジ
ア
地
域
全
体
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
定
供
給
と
脱
炭
素
の
両
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
岸

田
総
理
と
共
に「
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
」構
想
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

具
現
化
に
向
け
て
、
有
志
議
員
と
共
に
「
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
議
員
連
盟
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
に
は
、Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
議
連
と
し
て
、
石
破
総
理
の
特
使

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
岸
田
元
総
理
に
同
行
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

訪
問
し
、Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
の
取
組
現
場
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
現
場

を
支
え
る
日
本
企
業
の
幹
部
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
併
せ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
プ

ラ
ヴ
ォ
ウ
大
統
領
や
担
当
閣
僚
、Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
カ
オ
・
キ
ム
ホ
ン
事
務

総
長
と
も
会
談
し
、
約
４
，０
０
０

兆
円
と
見
込
ま
れ
る
ア
ジ
ア
の
脱
炭

素
化
へ
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
日

本
の
技
術
と
金
融
で
貢
献
し
て
い
く

意
向
を
表
明
し
ま
し
た
。

② 

日
英
21
世
紀
委
員
会

　

１
９
８
３
年
、
当
時
の
中
曽
根
総
理
と
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
と
の

間
で
、
日
英
21
世
紀
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
当
委
員

会
は
、
座
長
を
両
国
の
首
相
が
指
名
し
、
政
官
民
学
か
ら
両
国
そ

れ
ぞ
れ
20
名
程
度
ず
つ
参
加
し
て
、
日
本
と
英
国
で
交
互
に
、
毎

年
開
催
さ
れ
る
歴
史
と
格
式
あ
る
委
員
会
で
す
。
私
は
、
一
昨
年

か
ら
日
本
側
座
長
に
指
名
さ
れ
、
昨
年
は
英
国
で
の
会
議
に
出
席

し
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
と
英
国
は
、
幅
広
く
価
値
観
を
共
有
す
る
戦
略
的
な
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
り
、
例
え
ば
、
岸
田
政
権
下
で
は
日
英
に
イ
タ
リ
ア

も
加
え
た
三
か
国
に
よ
る
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ（
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
闘
航
空
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
に
合
意
し
て
お
り
、
会
議
で
は
そ
の
進
捗
に
つ
い
て

も
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

③ 

駐
日
各
国
大
使
や
来
日
要
人
と
の
会
談

　

そ
の
他
、
２
か
月
に
１
回
、
中
堅
若
手
の
同
志
と
と
も
に
、
私

が
座
長
と
な
っ
て
各
国
大
使
と
の
意

見
交
換
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
、
英
国
の
ロ
ン
グ
ボ
ト
ム
駐
日
大

使
や
イ
タ
リ
ア
の
マ
リ
オ
駐
日
大

使
、
あ
る
い
は
イ
ン
ド
の
ジ
ョ
ー
ジ

大
使
な
ど
と
の
食
事
を
と
り
な
が
ら

の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
日
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ブ
ラ
ウ
ン
リ
ー
国

会
議
長
や
外
国
の
大
手
民
間
会
社
等
の
幹
部
な
ど
、
我
が
国
と
価

値
観
を
共
有
す
る
同
志
国
の
要
人
ら
と
の
会
談
を
重
ね
ま
し
た
。

最
後
に

　

以
上
、
今
年
最
初
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
改

め
て
、
重
要
な
時
代
の
転
換
点
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し

つ
つ
、
令
和
８
年
も
、
誠
心
誠
意
政
策
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
員
外
交

日
本
成
長
戦
略
本
部
の
幹
事
長
に
就
任
し
ま
し
た

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
も「
誠
心
誠
意
、政
策
」で

取
り
組
み
ま
す
。

新年号

　

昨
年
10
月
、
自
民
党
の
日
本
成
長
戦
略
本
部
の
幹

事
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
日
本
成
長
戦
略
本
部
は
、

高
市
総
理
・
総
裁
直
属
の
機
関
で
、
本
部
長
・
岸
田

文
雄
元
総
理
の
も
と
、
今
後
の
在
る
べ
き
成
長
戦
略

に
つ
い
て
検
討
し
、
具
体
的
な
提
言
等
を
通
じ
て
、

高
市
政
権
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
面
の
成
長
戦
略
と
し
て
は
二
つ
の
柱
が
あ
り
ま

す
。

　

第
一
に
、
足
下
の
物
価
高
を
乗
り
越
え
、
個
人
消

費
を
力
強
い
も
の
と
す
る
た
め
、
引
き
続
き
賃
上
げ

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
適
切
な
物
価
高
対
策
を
講

じ
る
こ
と
。

　

第
二
に
、Ａ
Ｉ
・
半
導
体
、
造
船
、
量
子
な
ど
17

の
戦
略
分
野
に
官
民
連
携
に
よ
る
危
機
管
理
投
資
・

成
長
投
資
を
集
中
す
る
こ
と
。

　

特
に
、
第
二
の
柱
で
あ
る
17
の
戦
略
分
野
は
、
産

業
競
争
力
向
上
や
経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
重
要

で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
を
最
大
限
引
き
出
す
た
め
、

成
長
戦
略
本
部
と
し
て
、
以
下
の
と
お
り
、
17
分
野

に
共
通
す
る
５
つ
の
基
本
原
則
を
定
め
、昨
年
11
月
、

高
市
総
理
に
提
言
し
ま
し
た
。



-

① 
複
数
年
の
視
点
・
取
組
の
重
視

　

企
業
の
積
極
的
な
投
資
を
引
き
出
す
に
は
、
将
来
に
向
け
た
予
見
可
能
性
が
重

要
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
我
が
国
で
は
予
算
や
税
制
に
お
け
る
単
年
度
主
義
の
傾
向

が
強
く
、
阻
害
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
予
算
・
税
制
上
の

支
援
策
を
、
複
数
年
に
渡
っ
て
実
施
す
る
こ
と
や
、
分
野
毎
の
規
制
改
革
な
ど
に

継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
政
治
が
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、
企
業
が
安
心
し
て

成
長
投
資
を
行
う
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
牽
引
す
る
人
材
育
成
に
向
け
た
科
学
研
究
費
助
成
や
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
開
発
支
援
、
低
軌
道
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築
支
援
と
い
っ
た

施
策
は
、
複
数
年
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
複
数
年

に
わ
た
る
財
政
措
置
の
枠
組
み
等
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

② 

成
長
を
支
え
る
人
材
の
結
集

　

各
分
野
の
成
長
は
最
後
は
人
の
力
、
人
材
で
決
ま
り
ま
す
。
志
を
持
っ
た
人
材

が
、
各
戦
略
分
野
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
人
材
確
保
策
を
講
じ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
持
続
的
な
賃
上
げ
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
、
大
学
・
高
等
専
門

学
校
に
お
け
る
理
系
・
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
な
ど
産
業
人
材
の
育
成
に
向
け
た
施

策
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
成
長
の
土
台
と
な
る
重
要
分
野
の
医
療
・
介
護
分
野
で
働
く
方
々
の
処

遇
改
善
を
図
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
令
和
８
年
度
報
酬
改
定
を
適
切
に
進
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
後
述
の
と
お
り
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
も
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対
応
を
図
り
ま
し
た
。

③ 

民
間
資
金
の
供
給
・
確
保

　

成
長
投
資
を
持
続
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
公
的
資
金
の
み
な
ら
ず
、
金

融
機
関
や
金
融
市
場
な
ど
民
間
か
ら
の
資
金
導
入
も
重
要
で
す
。「
資
産
運
用
立

国
」
の
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
く
た
め
、
こ
ど
も
支
援
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
創
設

な
ど
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
充
実
や
確
定
拠
出
年
金
（
Ｄ
Ｃ
）
の
改
革
等
を
通
じ
た
「
貯
蓄

か
ら
投
資
」
へ
の
流
れ
の
加
速
、「
地
域
金
融
強
化
プ
ラ
ン
」
の
策
定
・
実
行
、

金
融
機
関
に
よ
る
伴
走
支
援
を
含
む
金
融
仲
介
機
能
の
充
実
、
社
債
市
場
の
活
性

化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

④ 

成
長
を
牽
引
す
る
企
業
の
経
営
力
の
向
上

　

最
終
的
に
成
長
を
牽
引
す

る
主
役
は
「
企
業
」
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
現
在
、
企
業

は
配
当
や
自
社
株
買
い
な
ど

を
優
先
し
て
、
将
来
に
向
け

た
成
長
投
資
を
抑
制
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
が
、
経
営
者

が
企
業
家
精
神
を
発
揮
し
て
、

中
長
期
的
な
成
長
投
資
に
前

向
き
に
な
る
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
即
時
償

却
の
拡
大
や
大
胆
な
設
備
投
資
減
税
、
更
に
は
研
究
開
発
税
制
の
充
実
な
ど
、
企

業
が
成
長
投
資
を
行
っ
た
場
合
に
他
国
と
比
較
し
て
も
遜
色
な
い
メ
リ
ッ
ト
を

得
ら
れ
る
税
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
成
長
投
資
促
進
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

策
定
や
人
的
資
本
開
示
の
充
実
、
更
に
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
の

改
訂
な
ど
に
よ
り
、
企
業
の
中
長
期
的
成
長
力
を
高
め
る
政
策
対
応
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

⑤ 

国
際
連
携
の
加
速

　

17
の
戦
略
分
野
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
我

が
国
単
独
で
は
な
く
、
同
盟
国
・
同
志
国
と
の

国
際
連
携
の
中
で
戦
略
を
練
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
と
り
わ
け
、
米
中
対
立
な
ど
国
際
的
分
断

も
進
む
な
か
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
を
図
る
べ
く
、
同
盟
国
・

同
志
国
と
の
経
済
的
連
携
性
の
強
化
な
ど
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
特
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
は
じ
め

と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
諸
国
と
の
連
携
は

不
可
欠
で
あ
り
、
日
本
企
業
が
こ
う
し
た
国
々

で
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
行
い
や
す
い
よ
う
、
政
府

と
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
の
５
原
則
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
昨
年
末
の
臨
時
国
会
で
成
立
し
た
令
和
７

年
度
補
正
予
算
の
編
成
に
も
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
、（
１
）

物
価
高
対
策
と
（
２
）
危
機
管
理
投
資
の
側
面
か
ら
説
明
し
ま
す
。

（
１
）
生
活
の
安
全
保
障
・
物
価
高
へ
の
対
策

 

（
約
８
．
９
兆
円
＋
減
税
措
置
２
．
７
兆
円
）

  

せ
い
じ
便
り
98
号
（
前
号
）
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
の
日
本
経
済
は
、

30
年
来
苦
し
ん
で
き
た
デ
フ
レ
を
克
服
し
、
今
一
度
、
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
の
岐
路
に
あ
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）

は
初
め
て
６
０
０
兆
円
超
え
、
設
備
投
資
も
３
０
年
ぶ
り
に
１
０
０
兆
円
超
え
、

日
経
平
均
株
価
は
、
一
時
、
５
万
２
，０
０
０
円
超
え
と
い
う
過
去
最
高
を
記
録

す
る
な
ど
、
様
々
な
経
済
指
標
が
好
調
で
あ
る
一
方
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
半
分
を
占
め

る
個
人
消
費
は
弱
含
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
岸
田
政
権
以
降
、
こ
の
状
況
を

放
置
す
れ
ば
、
い
つ
デ
フ
レ
に
逆
戻
り
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
の
危
機
感
を

持
っ
て
、
経
済
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
補
正
予
算
で
も
、
ま
ず

は
、
こ
の
点
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

① 

足
下
の
物
価
高
へ
の
対
応
（
約
２
．９
兆
円
＋
減
税
措
置
２
．７
兆
円
）

　

足
元
の
物
価
高
へ
の
即
効
性
あ
る
対
応
策

と
し
て
、
電
気
・
ガ
ス
代
支
援
や
何
か
と
出

費
が
嵩
む
子
育
て
世
帯
へ
の
応
援
手
当
（
子

ど
も
一
人
当
た
り
２
万
円
）
の
他
、
各
自
治

体
が
物
価
高
対
策
と
し
て
地
方
の
実
情
に
応

じ
て
自
由
に
活
用
で
き
る
重
点
支
援
地
方
交

付
金
の
拡
充
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
の
暫
定
税
率

を
廃
止
し
た
ほ
か
、
い
わ
ゆ
る
「
１
０
３
万

円
の
壁
」
の
見
直
に
よ
る
所
得
税
減
税
（
１
．

２
兆
円
）
も
経
済
対
策
に
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
所
得
税
減
税
は
、
石
破
政
権

で
決
定
し
た
こ
と
で
あ
り
、
令
和
７
年
末
の
年
末
調
整
か
ら
適
用
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
既
に
一
人
当
た
り
２
〜
４
万
円
の
減
税
が
届
い
て
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
確
定
申
告
を
通
じ
て
お

手
元
に
届
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

② 

物
価
高
を
上
回
る
賃
上
げ
の
実
現
等
（
約
６
兆
円
）

　

個
人
消
費
を
後
押
し
す
る
た
め
の
最
も
本
質
的
な
解
決
策
は
、
物
価
高
を
上
回

る
賃
上
げ
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
医
療
・
介
護
機
関
の
経
営
改
善
、

従
事
者
の
皆
様
の
処
遇
改
善
策
を
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、
保
育
士
の
皆
様
の
処
遇
改

善
や
子
供
の
貧
困
対
策
に
も
予
算
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
賃
上
げ
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
稼
ぐ
力
の

強
化
や
業
務
改
善
助
成
金
に
よ
る
最
低
賃
金
引
上
げ
対
応
支
援
に
も
取
り
組
み       

ま
す
。

　

な
お
、
上
記
①
で
記
載
し
た
重
点
支
援
地
方
交
付
金
は
、
官
公
需
の
価
格
転
嫁

対
策
へ
の
活
用
も
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
ゴ
ミ
収
集
・
清
掃
や
警
備
な
ど
地
域
を
支

え
る
様
々
な
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ま
の
給
与
引
上
げ
に
も
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

（
２
）危
機
管
理
投
資
・
成
長
投
資
に
よ
る
強
い
経
済
の
実
現（
６
．４
兆
円
）

　

２
本
目
の
柱
で
あ
る
危
機
管
理
分
野
や
成
長
分
野
へ
の
投
資
で
す
が
、
経
済
安

全
保
障
の
強
化
に
向
け
て
、Ａ
Ｉ
・
半
導
体
や
量
子
技
術
、
宇
宙
開
発
や
造
船
業

の
再
生
、
重
要
鉱
物
の
安
定
供
給
確
保
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化

な
ど
、
17
の
重
点
戦
略
分
野
を
中
心
に
、

幅
広
い
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
安
全
保
障

の
強
化
策
と
し
て
、
南
鳥
島
周
辺
海
域
で

の
資
源
開
発
や
脱
炭
素
関
連
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
に
も
取
り
組
む
ほ
か
、
防
災
・

減
災
・
国
土
強
靭
化
の
推
進
と
い
う
観
点

か
ら
は
、
道
路
関
連
イ
ン
フ
ラ
保
全
等
の

国
土
強
靭
化
、
公
立
学
校
施
設
の
整
備
、

能
登
地
域
を
含
む
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　　

最
後
に
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
議
員
外
交

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

外
交
は
、
国
益
を
最
大
化
す
る
た
め
、
政
府
の
み
な
ら
ず
国
会
、

政
党
、
議
員
、
民
間
を
含
め
国
を
挙
げ
て
総
力
戦
で
取
り
組
む
、

膨
大
な
作
業
・
努
力
の
積
み
重
ね
で
す
。

　

私
自
身
、
政
府
の
役
職
に
あ
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
一
議
員
と

し
て
も
外
交
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
昨
年
の
取
り

組
み
の
一
部
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
本
年
も
積
極
的
に
議
員
外

国
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

① 

Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ（
ア
ジ
ア
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
共
同
体
）構
想
の
実
践

　

岸
田
政
権
下
の
２
０
２
３
年
、
内
閣
官
房
副
長
官
と
し
て
、①

日
本
の
技
術
と
資
本
を
通
じ
て
、②
ア
ジ
ア
地
域
全
体
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
定
供
給
と
脱
炭
素
の
両
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
岸

田
総
理
と
共
に「
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
」構
想
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

具
現
化
に
向
け
て
、
有
志
議
員
と
共
に
「
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
議
員
連
盟
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
に
は
、Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
議
連
と
し
て
、
石
破
総
理
の
特
使

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
岸
田
元
総
理
に
同
行
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

訪
問
し
、Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
の
取
組
現
場
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
現
場

を
支
え
る
日
本
企
業
の
幹
部
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
併
せ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
プ

ラ
ヴ
ォ
ウ
大
統
領
や
担
当
閣
僚
、Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
カ
オ
・
キ
ム
ホ
ン
事
務

総
長
と
も
会
談
し
、
約
４
，０
０
０

兆
円
と
見
込
ま
れ
る
ア
ジ
ア
の
脱
炭

素
化
へ
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
日

本
の
技
術
と
金
融
で
貢
献
し
て
い
く

意
向
を
表
明
し
ま
し
た
。

② 

日
英
21
世
紀
委
員
会

　

１
９
８
３
年
、
当
時
の
中
曽
根
総
理
と
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
と
の

間
で
、
日
英
21
世
紀
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
当
委
員

会
は
、
座
長
を
両
国
の
首
相
が
指
名
し
、
政
官
民
学
か
ら
両
国
そ

れ
ぞ
れ
20
名
程
度
ず
つ
参
加
し
て
、
日
本
と
英
国
で
交
互
に
、
毎

年
開
催
さ
れ
る
歴
史
と
格
式
あ
る
委
員
会
で
す
。
私
は
、
一
昨
年

か
ら
日
本
側
座
長
に
指
名
さ
れ
、
昨
年
は
英
国
で
の
会
議
に
出
席

し
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
と
英
国
は
、
幅
広
く
価
値
観
を
共
有
す
る
戦
略
的
な
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
り
、
例
え
ば
、
岸
田
政
権
下
で
は
日
英
に
イ
タ
リ
ア

も
加
え
た
三
か
国
に
よ
る
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ（
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
闘
航
空
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
に
合
意
し
て
お
り
、
会
議
で
は
そ
の
進
捗
に
つ
い
て

も
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

③ 

駐
日
各
国
大
使
や
来
日
要
人
と
の
会
談

　

そ
の
他
、
２
か
月
に
１
回
、
中
堅
若
手
の
同
志
と
と
も
に
、
私

が
座
長
と
な
っ
て
各
国
大
使
と
の
意

見
交
換
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
、
英
国
の
ロ
ン
グ
ボ
ト
ム
駐
日
大

使
や
イ
タ
リ
ア
の
マ
リ
オ
駐
日
大

使
、
あ
る
い
は
イ
ン
ド
の
ジ
ョ
ー
ジ

大
使
な
ど
と
の
食
事
を
と
り
な
が
ら

の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
日
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ブ
ラ
ウ
ン
リ
ー
国

会
議
長
や
外
国
の
大
手
民
間
会
社
等
の
幹
部
な
ど
、
我
が
国
と
価

値
観
を
共
有
す
る
同
志
国
の
要
人
ら
と
の
会
談
を
重
ね
ま
し
た
。

最
後
に

　

以
上
、
今
年
最
初
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
改

め
て
、
重
要
な
時
代
の
転
換
点
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し

つ
つ
、
令
和
８
年
も
、
誠
心
誠
意
政
策
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

成
長
戦
略
５
原
則

令
和
７
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て




